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基本情報

【POINT】
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商    号 かえでファイナンシャルアドバイザリー株式会社

代 表 取 締 役 佐武 伸  Shin Satake

本 社 所 在 地
〒100-0005

東京都千代田区丸の内3-2-2 丸の内二重橋ビル4階（東京商工会議所ビル）

電  話  番   号 03-6205-7994

ホームページ https://www.kaedefa.com/

設 立 年 月 日 2005年1月21日

事  業  内  容

■ M&Aアドバイザリー         ■ 事業再生コンサルティング

■ 組織再編コンサルティング     ■ 企業・事業評価

■ 財務調査（デューデリジェンス）  ■ プレM&Aコンサルティングサービス

■ M&Aセカンドオピニオンサービス

関  連  会  社

■ かえで監査法人          ■ かえで税理士法人

■ かえで会計アドバイザリー株式会社 ■ かえで司法書士事務所

■ かえで翻訳株式会社        ■ 不動産M&A株式会社

 完全成功報酬制では実績（４００件以上）・業歴（創業19年目）Ｎｏ１のＭ＆Ａアドバイザリー会社です

 グループの会計事務所、提携先の弁護士、司法書士事務所との連携による盤石なサポート体制を構築しております

 アドバイザーは公認会計士、税理士、中小企業診断士、金融機関出身者など、少数精鋭です
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 年商数千万円～200億円までの中堅中小企業の実績が豊富です。
 エリアは全国対応しており、クロスボーダーM&Aの実績もございます。

主な成約実績：株式譲渡

【POINT】
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非連続成⾧上場会社

国内市場でYtoY成⾧率

・売上高 ＋70%
・EBITDA ＋54%
・営業利益 +30% 
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代表取締役 社⾧
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GENDA（9144）

・成⾧戦略の柱は、M&Aによる連続的な非連続な成⾧

・2023年 日本国内M&A件数1位（10件）

・2040年に世界一のエンタメ企業になるまで狙い続ける

「M&Aの会社」

・「当社が従事する業種は『M&A』」

・大型M&Aの資金調達は借入による調達が基本線
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M&Aの最新動向

いまどきの経営者でM&Aを考えていない人はいない（買わないリスク）

M&Aの巧拙で企業の成長格差が生じている

異業種の業務・資本提携の急増

成長戦略型M&A（売り手）の増加：「スイングバイIPO」

 「事業承継型M&A」から「業界再編型M&A」、「成長戦略型M&A」へ

 ベンチャー企業M&A、同意なき買収、ポートフォリオの見直し（売却）
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ライバルがこっそりやっている異業種M&A

 SOMPOとRIZAPとの資本業務提携

NTTドコモによるマネックスホールディングスへの資本参加

オリックスによる化粧品・健康食品大手DHCの子会社化

アオキホールディングス（薬）によるフクヤ（スーパー）の買収

ブックオフ（中古本・DVD）＋白洋舎（ランドリーサービス）

商品サービス、販路・仕入ルート、地域、営業マーケティング、
人材、コンテンツ、DX、データなどの獲得目的
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ライバルがこっそりやっている業界再編①

アークスグループ八ヶ岳連峰経営

私共は「八ヶ岳連峰経営」の理念のもと、志を同じくするグループ各社の連帯と
共創により、足らざるものを補い競争力を磨きながら、地域ドミナントを強化す
るとともに、豊かな地域社会への更なる貢献を目指したいと考えております。
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ライバルがこっそりやっている業界再編②

 6社の上場会社が経営統合してホールディング会社設立

 コンセプト：「誰もが当たり前に家を持てる社会を実現する」

 統合の狙い：①「高品質、高価格」（大手住宅メーカー）から「高品質、好価格」

②圧倒的なスケールメリット

③国内No.1企業からグローバルNo.1 企業へ

④グループ内では競争と協調

⑤グループ企業の自主性を尊重し、グループ全体の成⾧・拡大を図る



Confidential Presentation

14

日本の業界再編ｎ日本の業界再編業界再編

「業界再編時代」のM&A戦略（渡部恒郎著、幻冬舎MC 2015年）より加筆修正
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スイングバイIPOｎ日本の業界再編業界再編

スタートアップなどが大手企業の傘下で成⾧した後にIPOを目指す成⾧戦略のこと。
「スイングバイ」という引力を利用して惑星探査機の速度や方向を変える宇宙航
空技術が由来。

 2014年：ソラコム（IoT向け通信サービス）会社設立

 2017年：KDDI子会社（過半数 200億円で売却）

 2024年3月：東商グロース上場（公開時時価総額600億円）

スイングバイ：買収前（契約回線10万以下、2023年末600万）

2022年12月：カンム（決裁サービス）×MUFG（160億円70%）
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コロナ融資後の出口戦略：今後急増する再生型M&A
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ｎ日本の業界再編業界再編再生型M&Aのスキーム
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再生型M&Aのメリット日本の業界再編業界再編

割安な金額でリソースを獲得できる（人材、顧客など）

通常のM&A（株式譲渡）に比べ、リスクが小さい

再生型の認知度が低いため、獲得競争が少ない

事業、雇用、顧客などが守れる

日本経済の新陳代謝に貢献できる
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再生事例：食品卸会社
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日本の業界再編業界再編再生事例：食品卸会社

窮境要因 うなぎのかば焼き製造事業の投資に失敗
事業 メイン行とコンサル会社の支援により粗利改善

イオングループなどへの販売ルート、近年不漁になっている「あさり」
の仕入れルートがあることが強み。社長の息子が営業責任者。
季節資金が必要であり、スポンサーから短期借入３０００万円あり

スキーム REVIC（公的再生の支援機関）特定支援
受け皿会社を設立しスポンサーから貸付。吸収分割にて事業を承継
受け皿会社の代表取締役は対象会社社長の息子

スポンサー 顧問税理士が経営するコンサルティング会社
顧問税理士は、日本経済のために中小企業の再生が必要と考える人

譲渡対価 ５５００万円
移転純資産 △１５００万円
のれん ７０００万円
FA報酬 ８００万円
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M&Aの資金調達方法

Ⅰ．日本政策金融公庫 「事業承継・集約・活性化支援資金」

・融資限度額：14億円4千万円
・返済期間：設備資金 20年以内 運転資金 10年以内
・金利、担保・保証人等：https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/jigyoukeisyou.html

Ⅱ．セゾンファンデックス（セゾングループ） 「事業承継（M&A）ローン」

・融資金額：300万円～5億円
・返済期間：1年～15年
・金利、担保・保証人等：変動金利4.25%～5.25%（2024年4月1日現在）

固定金利4.5%～9.9%
担保 被買収企業株式に質権設定
保証 代表者個人連帯保証
https://www.fundex.co.jp/business/ma/
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M&Aの資金調達の留意点

売り手は、通常、自己資金での買収を希望

M&A融資は難易度が高い

（理由：金融機関のサイドからの見方）

①M&Aはリスクが高い（経営者が変わってもやっていけるのか？）

②譲渡代金の評価のノウハウがない

③事業シナジーに対する評価が困難
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中小企業事業再編投資損失準備金制度（M&A優遇税制）
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（優遇措置）

①M&A1回目（現行法の延⾧）：投資額の70%を損金算入
②M&A2回目（改正による新制度）：投資額の90%を損金算入
③Ｍ＆Ａ3回目以降（改正による新制度）：投資額の100%を損金算入

（適用要件）

①産業競争力強化法の改正法の特別事業再編計画（仮称）の認定を受けた法人
②Ｍ＆Ａによる取得金額1億円以上100億円以下（なお現行の制度を適用する1回目
の場合、取得金額は10億円以下）

③据置期間後（5年又は10年）、損金算入した金額（総額）は、5年間で均等に取
り崩して、益金算入（収益計上）する
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事業承継・引継ぎ補助金の概要
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内容 類型 補助率 補助下限額 補助上限額

買い手支援

売り手支援
専門家活用

対象経費の3分の2以内
または 2分の1以内

50万円 600万円以内

https://www.chusho.meti.go.jp/zaimu/shoukei/2024/240109shoukei_kobo.html
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「一国一城のあるじ」から世界へ
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稲盛和夫氏：

「世界中から強い企業が次々に現れるなかで、狭い市場に多くの
日本企業が群雄割拠していたのでは勝てない。大同団結して世
界に通用する力をつけるべきで、場合によっては小異を捨てて
大同につく合併のような動きがもっと進んでもいい。経営者は、

『一国一城のあるじ』に満足するのではなく、勇気をもって業界
の再編などに取り組んでほしい」
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完全成功報酬制でM&A・事業承継をサポート

かえでファイナンシャルアドバイザリー株式会社
佐武 伸

東京都千代田区丸の内3丁目2番2号 丸の内二重橋ビル4階
ＴＥＬ：03-6205-7994 E-mail：satakes@kaedegroup.com

http://www.kaedefa.com

有難うございました


